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Ａ．研究目的 

 胎児治療についてのホームページの作成

を通して、医療関係者および一般患者に対

して、胎児疾患についての適切な情報提供

を行う。それによって、症例を集約するネ

ットワークを確立する。 

 

Ｂ．研究方法 

 日本胎児治療グループのホームページ

（http://fetusjapan.jp/）を基盤として、英訳

ホームページの作成および胎児治療症例を

ホームページ上で登録できるようにして、

データー蓄積できる体制を整える。 

 

Ｃ．研究結果 

 改訂した日本胎児治療グループのホーム

ページ（http://fetusjapan.jp/）に、英訳ホー

ムページを作成した。2014年 8月にシンガ

ポールで行われた、10th Asia Pacific Congress 

in Maternal Fetal Medicine (APCMFM)におい

て、アジア各国の胎児治療施設が共同して、

グループを立ち上げるための会合が行われ

たが、その席上で日本の胎児治療の現状を

紹介する際に、本ホームページを紹介し、

アジア各国でも同様のホームページ作成を

行い、互いにリンクすることを提案したと

ころ、今後の検討課題として採択された。 

 また、日本全国で行われている胎児治療
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の現状を効率よく把握する手段として、本

ホームページ上に、個人情報を省いた上で、

症例登録が行えるように入力ページを新た

に作成した。また、内容を適時最新にアッ

プデートした。 

 

Ｄ．考察 

 日本の胎児治療の現状を海外へ発信する

手段として、ホームページは有用であった。

症例登録用ページは、日本の胎児治療の現

状把握に役立つことが期待される。 

 

Ｅ．結論 

 ホームページの作成は、胎児治療症例を

適切な時期に、適切な施設へと集約する為

に有効な手段であると考えられる。さらに

英訳ホームページを作成することで、国内

だけではなく国外へも情報を発信していく

ことができた。今後、症例登録用ページに

よって日本の胎児治療データの蓄積に役立

つことが期待される。 
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